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報告  

 ・ ・社会 障 ・労働 ン 会 WORK ! DIVERSITY 

トに と 定量的な ・ を る 的に 働きづら

さを抱え る者が り た方 を ること ・ ・社会 障・

労働 に のよ な ン トが る を ら に ることを 的と る   

 2019 年 に 働きづらさを抱える の総数の把握に るとともに 2020

年 に 施 る 定の ル 業と た就労 の ン トの把握方 に の

を た  

 ら の働きづらさを抱え る 能性の る の総数を定量的に把握 る方 と

労働 調 な ら働きづらさを抱え ると考えら る者を一括計上 る方

と個別の 性 とに各 調 ータ ら積上げ計 る方 が る 働きづらさを抱えた

者を未活用 と こと 一括 計上 ると の総数 400 る 一方 働

きづらさを抱えた者を把握 ると 旨により た方 と 各 の働きづらさの

性の者を積上げ計 ると 年 ( 20 64 )に 働きづらさを抱

えた者 1520 と る この に 働 る者も るの

を た 業者 520 さらに の 就労 が る者な 就労 によ

就労増が期待さ るの 270 と推計さ る  

 な この 就労 るものの の る能 を に ることが き

な 者 就労 を な もア トリー による 働 の整 が

ること 就業 に る者等も ると考えら るが に 推計

を な  

 ・ ・社会 障・労働 の ン トの把握に 就労 の 果が

・社会 障・ 等に を に 考え方を整 た  

1. 働 (( ))  

1.1.  

 本 に に り 労働 の が る  

 の一方 働 意 と能 を ながら も を活 ことが きな る

も このた 性が 社会 年 りも若者も 障害 難病の る方
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も もが きが を感 ら る 一 総活 社会 1を と る  

 性 高 者に 総務 労働 調 な を な ータが存 るが

の に 的・ 的な ータにと る 本 会 の の に

きる り 括的に把握 るよ た  

 働きづらさを抱えた者の定量把握に た き 2 の が る 調

労働 調 な に る 括的調 ら把握 る方 ( 一括計上方式 )と

働きづらさの ・ 別に個 の調 ータ ら把握 きる 数を積上げる方

( 個別積上げ方式 ) る  

 本 会 一括計上方式と個別積上げ方式の ら を た  

 の 的な方 結果を る に 方式の ・ に 認 る  

 一括計上方式の の 計 る 就業者 業者等の数 と整 的

り 性も高 本 等も に推定さ り 調 の と に高

の一方 の 性と 性 年 等の基本 性 把握 な たが

る が働 な に が のよ な要 なの を把握 ること 難

る  

 個別積上げ方式 働きづらさを抱える要 を 定 の 性の者の総数を積上げ

把握 方 る  

 個別積上げ方式の が 働きづらさを抱えた者 の定量把握と 旨に な

ると えるが この方式にも の り が る  

1) 働きづらさのタ とに なる調 ータ ータを 用 るた 調 年

方 等調 の設計 計方 が る 調 によ

等が るものも るを な た 労働 調 な の 計 の の調 な

と ること 推計 きな も る  

2) きこもり ニート るな 複数の要 を抱え る に ブル ントとなり

推計となる が る  

3) 働きづらさを抱えながらも就労 る者も た 業の者の が就労を

る な  

4) 調 によ 年の 数(フ ー)の ータ えら 一 に る ト

ー の ータが ら に ものが る  

                                          
1 195 会に る 総 所 (2017年 11 17 ) 

http://www.kantei.go.jp/jp/98_abe/statement2/20171117shoshinhyomei.html 
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1 195 会に る 総 所 (2017年 11 17 ) 
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 本 会 こ らの に きる りの を たが を に き

たもの な  

 このよ に一括計上方式と個別積上げ方式の ら を たが 本 業の 意

を考え 不 ながら個別積上げ方式の方が ると考える  

1.2. 労働( ) 

 一括計上方式 労働の を把握 るに 総務 が る 労働 調 調

就業 基本調 な の基本的な 計を 用 ることが考えら るが 本 会に

年の ータが把握 能 ることな ら 労働 調 把握を る  

 労働 調 就業 に き 就業者 業者 労働

の 3 に 把握 る  

 就業者 に を るもの り 労働 を な 者の

業者 の者 る  

 業者 業 職 のもの るが 的に の要 を た ものとなる  

� がな 調 に も を な た 就業者 な  

� が 就 ことが きる  

� 調 に を 活 業を る を た の 職活 の

結果を待 る を  

 基本的に 業者 1 に 職活 を た 結果を待 る

者 に に就 る者とな る こ 就労 等の ら とも考

えら る  

 2013 年 10 の  19 労働 計 会 に が 用 能

な 的 を の 活用 る 別の 方を ると が を の 能性

用 る機会を の え る に るた の未活用労働 Labour 

underutilization に る の設定を たな 就業 未活用労働の

計に る が さ た  

こ を え 本に も 2018 年 ら労働 調 の調 が さ 未

活用労働に る を 期 とに 計の結果と さ る 2

こ らの方が就労 と ら と考える  

未活用労働 的に の 3 の就業 の者をさ  

                                          
2 総務 未活用労働 の  https://www.stat.go.jp/data/roudou/pdf/mikatuyok.pdf 
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 加就労 就業者 

 業者 

 労働  

加就労 就業者 就業者の も と 働きた 者 の

に加え たに別の を増 た 者のよ に よりも の 働 ことを

る者を 的に 次の 4 の要 を た 者となる  

� 就業者 る 

� 35 未 の就業 る 

� 就業 の 加を る 

� 就業 の 加が きる 

 業者 就業 ら に を が  

に就 ことが きる者を 的に の の要 を た 者 る

業者 の定 に る 職活 期 を に た者とな

る  

� 就業 な  

� に 職活 を る 

� に就業 きる 

労働 労働 の を るものの に 働 こと

が きな 者 働きた も を な 者と た 的に就業 ること

が 能な者を 業者の要 たさな が 業者に の者となる  

的に 次の要 を た 職者 た 就業 能 職者 の に

る者 る  

職者  

� 就業 な  

� に 職活 を る 

� な が に就業 きる 

就業 能 職者  

� 就業 な  

� に 職活 を な  

� 就業を る 

� に就業 きる 
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1.3. 労働  

 労働 調 ( 計) によると 2018 年の未活用労働 404 り の

64 が 356 とな る (  1) 

 64 の未活用労働の 性が 142 性が 215 と 性の方が な

る  

 未活用労働の 業の者( 業者 労働 ) 64 ると 193 と

なる 別に 性が 100 性が 94 と た数 とな る 3  

 

 1 労働 (2018年) 
年齢計 64歳 1 〜24歳 2 〜 4歳 〜44歳 4 〜 4歳 〜64歳 6 歳

計 404        356        61          70          83          82          60          48          
171        142        31          30          27          27          27          30          
234        215        30          40          57          56          32          18          

( )
計 221        193        33          45          42          40          34          28          

118        100        18          24          21          19          18          19          
104        94          15          21          22          22          14          9           

( 計)
( ) 者  

 

2. 働 (( ))  

2.1.  

 個別積上げ方式 働きづらさを抱える要 を 定 の 性に る者の総数を

把握 を積上げ 方 る 本 会に に るものを 働きづ

らさを抱えるもの と 定量把握を た 4 

                                          
3 未活用労働 の 業 ら の就業 が るもの るの る個別積上げ方式の 就業

増加期待数 と るが より 職活 等の要 が  
4 この に 障害者 難病患者のよ に な 難性のもともとの 要 とも きものと ニー

ト ー のよ に働きづらさの結果と の とも きものが る な

がら こ ら に 的なもの り ニート ー のよ な に ることが働きづら

さの 要 とな ることも る たが ここ なものが ることを 意 る

の に る  
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障害者 

難病患者 

糖尿病患者 

がん患者 

HIV感染者・AIDS患者 

高次脳機能障害者 

若年性認知症 

ギャンブル依存症 

薬物 用者 

アルコール依存症 

LGBT等 

社会的養護施設退所者 

刑務所出所者等 

ニート 

不本意フリーター 

就職氷河期世代 

きこもり 

ー  

ト フ 難  

/  

活 護 者 

 65 69 の 高 者 に も 考 と 推計 た  

 個別積上げ方式 1.1 た り 1) ータが ら ら ること 2) ブル

ントが り ること 3) を る者が 数 ること 4) 年の 量(フ ー

ータ) ら な 者が ること な の が る  

 このた 本 会 の方 に の に た  

1) ータに 2018年 ー と が ら な に きる り の

ータを用 ることと た 年 に 20 64 を基本と た  

2) 重複が き と考えら るニートと のタ 障害者と難病患者等 活 護

者と ・ 世 に 重複調整を た の に も ブル ン

トの 能性 るが さ と 調整を な  

3) 働きづらさを抱えた者の総数の推定に たり 要 を 者の 総数を推定 た

２ 
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上 の を な 者( 業者)と 業者の 就労 が るな によ

り就労 が 就労増加が期待さ る者(就業増加期待数 5)を 推計

た  

4) フ ー ータ ら な ものに 年 等を 2018年に

る ト ー (20 64 )の総数を推定 た  

 このよ に きる りの調整 たが を に たもの な ことに

意が 要 る え なる調 の ること ら 1)の 本的に

き な  

2.2.  

 働きづらさを抱えた者を積上げ計 る となる ータ 総数を もの り

の に 業の者 な 働 るものも る  

 た 業の者の が働 ことを ん る な 業者 な定

要な に も 就労 と ら を ること 就労に結 能

性が る者が ら る の把握が重要 る  

 このた 本 会 就労 の となり るものを把握 ると ら に

より 就業増加期待数 を推計 た  

A) 業の就労 者数が把握 推計 能な の数を 就業増加期待数

と る  

B) 就労 の把握・推計が 難な 各 の性・年 別総数に 労働 調

の性・年 別就業 を る方 た の の方 により期待就業者数を

期待就業者数と各 の の就業者数の を 就業増加期待数 と

る  

 Bの の 的な た る き就業 と 働きづらさを抱えた者の就業

との を 社会的な リアによるものと考え 就労 により ら る 能性の る数

と な たことになる  

 の推計 Aの方 によ たもの 障害者 難病患者 HIV感染者・AIDS患者 ニ

ート 就職氷河期世代 きこもり ー ト フ 難 る  

 Bの方 によ たの 糖尿病患者 がん患者 高次脳機能障害者 若年性認知症 刑務

所出所者等 ・ 活 護 者 る  

                                          
5 2.2を  
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この 就業増加期待数 働きづらさを抱え 就労 が 要な者 な の

ル 業の となり る者の数に る  

 ながら 働 る者の にも の者の本 の能 就労意 を考え

に働 ら 労働 にと る者も た 就労 を

な も ア トリー による 働 の整 が ること 就業 に

る者も と考えら る 本 こ た 数に も把握 ることが 的 るが

ータの 把握が 難 たこと ら 推計を な 6  

 よ 働きづらさを抱え る者 ル 業の となり る者の総数 この就業

増加期待数よりも なることに 意 る 要が る  

 な の に 就業 に る ータが ら な たた 業者数

就業増加期待数に る推計を な  

ギャンブル依存症 

薬物 用者 

アルコール依存症 

LGBT等 

社会的養護施設退所者 

2.3.  

 に たよ に個別積上げ方式 複数の就労 難要 を ものが ブル ントさ

る このた 本 会 ニートと の 障害者と の 活 護 者と

・ 世 に 重複調整を た 的な調整方 に 3.23を  

2.4. ( ) 

 個別積上げ方式による推計結果  2のと り る  

 ら の働きづらさを抱え る者の総数 1520 と推計 る この 職の

者が 520 就業 が期待 きる数 270 と 結果とな た  

 総数 た も 障害者 400 次 LGBT等 薬物 用者

糖尿病患者 就職氷河期世代とな る  

                                          
6 え 一括計上方式 た 加就労 者 就業増加期待数に な な ニートと就職氷河

期世代に 能な こ らの一 を就業増加期待数に計上 た 的に 3.14, 3.16を
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ン ー の調 がな を把握 ることが難 に る  

 障害者の総数に ると の ・知的障害者 労働 活の づらさな

に る調 障害 ・者等 調 施設に 所 る ・知的障害者

労働 社会 施設等調 障害者 患者調 7 把握 ることとなる

な この方 障害者・知的障害者 所 者数と施設 所者数を ント

障害者 病 に る患者数( )を ント る たが を所

な 障害者・知的障害者 を な 定 さ な

障害者 な ことに 意 る 要が る  

こ らを と たものが 労働 ら推計 と さ る 8 この

障害者に 患者調 の 2017年が さ るの を き えると

障害者数 960 18(20) 64 9 400 と推計さ る 20 64

障害者が 数 上を る (  3) 

 
 3 障  ( 2016年) 

身体障害者 知的障害者 精神障害者 障害者計
年齢計 436 108.2 419 964
18(20)〜64歳 106 69 228 403  
( ) ・知的障害者の 18 64 労働 28年 活の づらさな に る調

障害 ・者等 調 考の 65 未 の数に 年障害者 による 18 未

の者の を 推計 障害者 労働 患者調 (2017) ら本 会 計  

 
 ここ ら就労障害者数を こと 職の障害者数を推計 るが 就労障害者数と

障害者 用 報告に基づ 用数が考えらえ る 2016 年の 用数(

) ・ 的機 を 44 障害が 29 知的障害が 10

障害 5 る  

 障害者 用 報告に基づ 用数 10 年 増加 り 障害者の 用数が増加

                                          
7 患者調 に基づ 障害者数 V の障害 ら知的障害 を た

数に ん んとアル ーの数を加えた患者数  
8 労働 28年 活の づらさな に る調 障害 ・者等 調 考 

 (https://www.mhlw.go.jp/toukei/list/dl/seikatsu_chousa_b_h28_01.pdf) 年障

害者 (https://www8.cao.go.jp/shougai/whitepaper/r01hakusho/zenbun/siryo_02.html) 
9 障害者 知的障害者 18 64 障害者 20 64  
10 な ブル ント 0.5 ントを もの 
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ることが が る 11 (  1) 

 
 1 障  

 
出所 労働 年 障害者 用 の 計結果  

( )   用 務の る 業に り 用 務の る 業の 用 の 定 の障害者

( ブル ント 0.5 ントを )の が ることに 意 ( 出所を ) 

 
この調 障害者 用 に基づき 計・ さ たもの る こ

のた のよ に の が る  

� 業 フリー ン 者と 働 る障害者も が こ ら 把握さ

な  

� 障害者の 用 務のな 業(45.5 未 の 業) 報告 務がな の こ ら

の 業に る障害者 調 とならな  

                                          
11 障害者の の 用 に 報告 務の の な の も るの 意が 要

る  
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� 業 が障害者 ることを 業が把握 な に報告に が こな  

� 用者数に 65 上の者が る 能性が る  

 上を考 ると の障害者の就業者数 障害者 用 報告に基づ 障害者 用

数よりも き と考えらえる このた も 一 の 方 と 活の づらさな

に る調 (2016) 推計を る  

 調 に の 方に 社 社 業 就労 A 業

所 ると た者を 業者と ると 業者の (65 未 ) 障害者が 38.4%

知的障害者が 25.0 障害者が 35.6 る 12 この を 障害者数(65 未

)に ること 就業者数を推計 ると 148 となる 業者を 18(20) 64

と な 総数 ら 業の障害者数(18(20) 64 )を推計 ると 255 と

なる (  4) 本 会 業の障害者数と この推計 を 用 る  

 
 4 障 ・  

身体障害者 知的障害者 精神障害者 障害者 計
(6 歳 ) 1.000 1.000 1.000

0.168 0.073 0.091
0.147 0.127 0.182
0.058 0.010 0.036
0.012 0.041 0.047

(6 歳 ) 0.384 0.250 0.356
者 ( ) 42 20 87 148
(18(20)〜64 ) 106 69 228 403
者 (18(20)〜64 ) 65 49 141 255  

( ) 推計方 本  

 
 業の障害者の就業 に 調 となるが 労働 障害者の就業

把握のた の調 (2011)の ータが る こ によると 業の障害者の 就業を

る者 50.4 る この を 業の障害者数に ると 業 就業を

る障害者数 128 となる  

別のア ー と ー ー 就労 業な を 用 る者の数と

把握 る方 も考えら る こ によると 2016 年 ー ー ー に

職 る 職者数が 24 就労 ・ B 用者数が 29

り の 計 53 る (  5) 

 

                                          
12 障害者 の 別の ータ り 障害者に 障害者 所 者

に る ータを用 る  
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 5 労 支 ・ 支 (2016 ) 

身体障害者 知的障害者 精神障害者 障害者計

89,797 43,343 9,691 240,744

計

31,839 260,418 292,257

者

者
 

出所 労働 障害者の職業 等 社会 施設等調 (各 2016年) 

 
 た この推計に の り も る  

� ー ー の 職 も就労 ・ の 用も な が

就労を る障害者も る ( 推計) 

� 就労 働き を ることにより就業 に る 能性が る障害者

も る ( 推計) 

� 職者と就労 ・ 用者 と ブル ントが

る 能性が る ( 推計) 

結果を も 障害者の就業 把握のた の調 に基づ 推定 に

とな り なりの 推計 ると考えら る  

このた 本 会 就業 者(就業増加期待数)の把握に た 障害者の就業

把握のた の調 を用 ることと る  

 上を要 ると 本 会 働きづらさを抱え る者と 障害者の総数

(18(20) 64 )が 403 業者が 148 業者が 255 就業増加期待

数 128 と推定 た  

 た に も なり ータに が る の推計に な ことに 意が

要 る 障害者の就業 を把握 ると に と 調 労働 調

就業 基本調 な ン た ン に基づ 調 障害者を把握 るな

の方 が 要にな ると考えら る  

3.2.  

 難病 一 的な用 と も るが ここ 難病の患者に る 等に

る (難病 )に基づき 定さ た 定難病と る  

難病 定難病に 方 の 等に るた 難病患者 ータの を

的に を推 ることに加え 果的な 方 が さ る の
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期の 養による の 的な が き 患者を るた を設

るもの る  

 難病 難病を の機 が ら な 方 が な な

病 病に ることにより 期の 養を 要と ることなるもの ( 1 )

と定 の の要 を た もの 患者の る ら

な の を る 要性が高 ものを 定難病と 定 ることとな

る  

� 患者数が本 に 一定の 数( の 0.1%)に な こと 

� 的な 基 ( た に るもの)が ること 

 一 的に 難病と に が 難な病 る 能性が高 病 の意 るが

難病 の 定難病 と なる る  

 難病 2015年 1 1 施 と 110 病を 定 たが の た た

加が 2019年 7 333 病とな る  

 労働 報告 によると 2018年 に 定さ た 定難

病(331 病)の患者数( 者 所 者数) 91.3 る 症患 別に ると も

のが ・ 患 27.2 次 患が 19.3 患が 18.7

とな る (  6) 患別 も のが ー ン ン病 13.1 次

性 が 12.5 とな る  

 の推計 となる 20 64 13 ると 定難病の患者数 46.8 り

患 別に ると も のが 患 14.6 次 患が 10.7

・ 患が 8.4 とな る 患別に 性 が も 9.6

次 性 リ トー が 4.6 とな る 20 64 ると 年 に

患が と が る  

 

                                          
13 報告 10 の ータ さ な た 60 69 の 1/2を 60 64 と

な 推計 た  
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 6 ( 2018年 ) 
20〜64歳

体 912,714 468,355
神 271,538 83,699

1,519 1,423
12,891 7,469
186,867 107,070
27,415 14,685
29,722 13,502
29,418 21,256
62,384 25,362
28,430 19,331
36,851 13,403
24,327 9,181

6 3
193,133 145,676

体 1,205 877
7,008 5,420  

( ) 労働 報告 の 患別年 別患者数 ら本 会

計・推計 患 に 難病 報 ンターの 定難病一 の

を た  

 
 難病患者の就業 に 障害者職業総 ンター 2015 が 2015 年

に 定さ る 110 の 定難病に る患者 の を 調 を

る 調 数 5,789 に  ・

・結 ・  ・ 尿 の 患

の患者 らの 2,439 の を たもの り  42.1 る  

この調 によると 年 に る 者 就業  54.2% 業  3.0 を

た 就業者の 61.5 等 り 病 養による 就業が の

ー ン ン病等の ・  患 就職活 が の ーン病の 10 た

業  5.1 るが 就職活 な が に就きた と る者を る

と 就業 が 就業 き な 者  16.9 た (  7) 
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出所 障害者職業総 ンター(2015) 2-2-3 p.28 
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 8 (20 64 2018年 ) 

体 46.8 18.0 8.0
神 8.4 4.2 1.6

0.1 0.1 0.0
0.7 0.2 0.1
10.7 3.9 1.9
1.5 0.9 0.4
1.4 0.6 0.3
2.1 0.7 0.1
2.5 1.0 0.5
1.9 0.8 0.2
1.3 0.4 0.2
0.9 0.4 0.1
0.0 0.0 0.0
14.6 4.6 2.4

体 0.1 0.0 0.0
0.5 0.2 0.1  

( ) 本 会推計 推計方 本  

 
 難病患者 就労 が に となる 障害者職業総 ンター(2015)によると

10 年 難病をも 就業 た者 の 71 るが 難病に た 職を

た者も の 32 難病をも の就職活 者 の 55 就職・ 就職に

た が るの の 45 る 職活 を たことが る者の 8 上が就職に

り 就職 のもの 難と えな が の さ 調

就職活 の 難に たり 職に なが たり る要 にな る  

難病による 職を た の就職 難性に の結果 ら 職 の

害・ 感 病 による 職 より 活を 職に た退職

告・ 職 の 就職意 職 ・ が な とな る 14

職 の 害・ 感 症 の も き が に職 の 調整 との

等 難 に ながるものとさ る 15  

                                          
14 障害者職業総 ンター(2015) p.125 
15 障害者職業総 ンター(2015) p.233 
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3.3.  

 糖尿病の患者数に ・ 養調 患者調 活基 調 (

も 労働 )な 調 の方 糖尿病の把握方 等の ら の なる数

が る  

 も 用さ る もの 労働 ・ 養調 り こ

によると糖尿病が る者が 2016 年 1000 糖尿病の 能性を 定

きな 者も 1000 計 ると 2000 が糖尿病 の 能性の る者

ると る この数 増加 に たが 年 る  

 
 2 「 」「 」 (20

) 

 
出所 労働 28年 ・ 養調 結果の 要  
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尿病 を 定 る 16 を る 本 が認 る

に ら 的に 糖尿病が る者の数と ことになる 糖尿病が

る者 の 4 に 1 が を な に 性 40 代 数 が

を な  

 
 3 「 」 (40 ) 

 
出所 労働 28年 ・ 養調 結果の 要  

 
 患者調 (2017) ・ を 病 の者の数を総患者数と

把握 きる こ によると 糖尿病患者数 329 20 64 ると 99 とな

る 性別 ると 性が 63 性が 36 と 性の方が 性の 2 とな

る た年 別に ると加 とともに糖尿病患者数が なる  

 

                                          
16 糖尿病が る者 と ン A1c の 定 が る者の ン 

A1c NGSP が 6.5 上 19 年 ン A1c JDS が 6.1 上

糖尿病 の に と た者  

糖尿病の 能性を 定 きな 者 と ン A1c の 定 が る者の

ン A1c が 6.0% 上 6.5%未  19 年 ン A1c JDS が 5.6 上

6.1 未 糖尿病が る者 の者 
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 9 (2017年 ) 
年齢計 20〜64歳 20歳 20〜2 歳 0〜 歳 40〜4 歳 0〜 歳 60〜64歳 6 歳
329 99 1 1 5 20 39 34 231
185 63 0 1 3 14 25 21 123
144 36 1 1 2 6 14 13 108  

出所 労働 29年 患者調  

 
 活基 調 ン に基づき 出さ た調 る 3年に 1 の 調

年に により糖尿病の を把握 る 調 方 と 世 らが調

に糖尿病 ることを もの る この調 によると 2016年の糖尿病

る者の数 574 20 64 ると 186 となる (  10) 

 
 10 (2016年 ) 

年齢計 20〜64歳 20歳 20〜2 歳 0〜 歳 40〜4 歳 0〜 歳 60〜64歳 6 歳
計 574 186 1 2 8 33 74 69 386

345 125 1 1 5 24 51 44 220
229 62 1 1 3 10 23 25 167  

出所 労働 28年 活基 調  

 
 年 計 た 糖尿病の者の数 ・ 養調 ー の数 (2000 )

が も 活基 調 ー  (574 ) 患者調 ー (329

)とな る ・ 養調 ー の数 等の ら 重要

るが も本 にも糖尿病 ると 認 のな もの 的に障害が出 な 者

が 数 る 一方 患者調 ー に に な 糖尿病者が な

こと ら さ の数 にな ると考えら る 活基 調 ー の数

本 の認 に も た就業 等も把握 きることな ら 活基

調 ー の数 を用 ることと る  

 活基 調 により 15 上の糖尿病者の の を ると の る者

が 39.9 のな 者が 55.4 不 が 4.7 とな る ながら 糖尿病者

 10 のと り高 者が の こ をこの 20 64 に 用 るの

な e-stat 年 別 症 別 の 別の 計が な このた 20

64 の糖尿病者の 業者数 業者数の推定を る 要が る 17 

推定 糖尿病患者の就業 と 的な就業 の を考 ること た 的

                                          
17 能 活基 調 の 別 計が  
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に 糖尿病患者(15 上)の性・年 別 に 労働 調 (15 上)の性・年

別就業 を ること 糖尿病の者の期待就業者数を る この期待就業者数 糖尿病

の者が に糖尿病 な たと た に期待さ る就業者数 る こ と 活基

調 ら る就業者数の を糖尿病の により就業 が た ると

考え こ を 20 64 の糖尿病の者の期待就業者数に ること 20 64 の糖尿病

の者の 業者数を さらに 業者数を る 20 64 の期待就業者数と 糖尿病者の

業者数の推定 の を就業増 期待数と る  

的な推定結果  11のと り る 20 64 の糖尿病の者の総数 186

業者が 44 就業増加期待数 10 とな た  

 
 11 (20 64 2016年 ) 

a 者 年齢計) 574

b 者 (1 歳 ) 229

c 者 (1 歳 ) 245 年齢 者 年齢
計 (1 歳 )

d 0.9346 b / c

e 者 (20〜64歳) 186

f 者 (20〜64歳) 147 年齢 者 年齢
計 (20〜64歳)

g 者 (20〜64歳) 138

h 者 (20〜64歳) 44 e - g

i (20〜64歳) 10 f - g
 

3.4.  

 がんの患者数 患者調 (2017)によると 178 20 64 ると 49

る 20 64 に 別に ると 性が 19 性が 30 る 高

者 性のがん患者が が 世代 性の方が (  12) 
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 12 (2017年 ) 
年齢計 20〜64歳 20歳 20〜2 歳 0〜 歳 40〜4 歳 0〜 歳60〜64歳 6 歳

計 178.2 48.7 0.9 1 3.1 10.4 18.8 15.4 128.1
97 19.3 0.5 0.4 0.9 2.9 7.5 7.6 77.1

81.2 29.5 0.4 0.6 2.2 7.6 11.3 7.8 51.1  
出所 労働 29年 患者調  

 

 がん患者の就労 に がん患者の就労等に る 調 2014年

調 がさ る この調 1) に本社を 業 4,000社を と る

業所調 2) がん 病 認定がん 病 がん

ンター 病 の 患者と の 各 1,900 を と た患者・ 調 ら

なる 患者の要 と 6 に も と

認 る がんの  6 上 就労 た 調 の就

労 な 者とな る  

 この 患者に る調 の結果を ると 患 に の の による業務量

の が たものが 6 な たものが 4 とな るが に も 8

上の者が の結果に る  

 がん 患 退職 た者 21.3 退職 た ・ 養に るた

等 ら 就労 ることが 難 るた に を た な た が

げら る (  4) 

 
 4  

 
出所 がん患者の就労等に る 調 (2014年) 

 

0% 20% 40% 60%

体
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 がん患者の就業 に 患 の就業 と考え 性・年 別の患者

数に 性・年 別の 労働 調 の就業 を 患 就業者数 患 業者数を

る 18 次に 調 の 患 退職 を 患 就業者数に ること 患 の退

職者数を推計 こ に 患 業者数を加えること 業のがん患者数を推定 る 患

退職者数 患がな 退職 な たものと な 就業増加期待数と る

的に  13 のと り る 20 64 のがん患者の総数 49 業者が 20

就業増加期待数 8 とな た (  13) 

 
 13 (20 64 2017年 ) 

a 者 49 者

b 者 37 年齢 者 年齢 計

c 者 12 a - b

d 0.213 者

e 者 8

f 者 20 c + e

g 8 e
 

 

3.5. HIV ・AIDS  

AIDS( ) HIV ト 不 ル に感染 ることによ こる病

るが HIV感染 と こと な HIV ( ル ー リン CD4

)に感染 を さ る HIV感染 症 のな 期 症 期 が数

年 き さらに ると が 感染症を 症 るよ になる このよ

に が ること 症 る 患の 代 的な 23の となる 患が

ら り こ らを 症 た AIDS 症と さ る 19  

                                          
18 本 患 の年 に た就業 を る き るが らな の 調 の年 に 就

業 を た  
19 報 ト Q&A  Q1 (https://api-net.jfap.or.jp/knowledge/qa_01.html) 
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HIV 感染者 AIDS の 年の 数に 等 らの報告に基づき

会が把握 調 と る 調

ー ン 1984年 9 ら さ 1989年 ら 20に基づき

1999 年 4 感染症 21に基づ 感染症 調 の一 と 施さ

る  

この調 に る HIV 感染者と 感染症 の 定に基づ 性 不 症

により 症 性 ャリア る の と 報告さ たもの た AIDS 患者と

報告 に AIDS と さ たもの り に HIV 感染者と 報告さ る症

が AIDS を 症 る等病 に を た 定報告 ら る たが

HIV 感染者数と AIDS 患者数に ブル ント な の 計 HIV 感染者

/AIDS患者数と ることが きる 一方 HIV感染者と 把握さ たもの の

AIDSにな も AIDS患者と ントさ な た AIDS患者数 の AIDS患者

数より さ な ることに 意が 要 る  

HIV感染者・AIDS患者の を ると 2008年 増加 に たが の

推 2013年 に ると える (  5) 2018年 の報告数の

計 本 と を 3 の 8 の 2.4 が 本 の 性 る

本 の 性と 性を ると 2.5 となる  

 

                                          
20 性 不 症 の に る 年  2  
21 感染症の 感染症の患者に る に る  10 年  114  
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 14 AIDS ( ) 
1995 2000 2005 2010 2014 2015 2016 2017 2018

計 56 50 69 61 45 56 66 38 43
73 35 14 11 17 14 14 17 18  

 
 こ 計が の 定に基づ もの( 数) るのに

調 の 数 意 出の病 報告に基づ もの り 報告さ な 数が

る ら と考えら る  

 このた AIDSによる 数と と 計 を用 ることと る

た 計 AIDS24と 把握 能にな たの 1995年 ら るの

1989年 ら 1994年に 調 の病 数( 本 )を用 るこ

とと る  

 の結果  15 のと り り 1989 年 の AIDS による 者数 よ

1500 と推定 る  

 
 15 (1989 2018 ) 

計 1 〜2018 1317
1 8 〜1 4 164
1 8 〜2018 1481  

 
 この AIDSによる を ると 2018年に る HIV感染者・AIDS患者 2.0

と推定さ る  

 HIV感染者・AIDS患者の就業 に 若 (2015)の調 が る この調

病 ブ 病 ACC に 性者 2,500 

を に 者より 式 を 本 が調 務 る方

たもの る 調 A(ブ 病  ACC) 調 B( 病 等)の 2 

に 施 た A 調 8 ブ と ACC の計 9 病 に 1,786 を

1,100 を 61.6% た B 調 22 病 に 687 を 369

を 53.7 た  

 就労 を ると 25 に就労が 72.3 ・ の た ら就労 職 を る

と 76.7 が就労 就労 な 者 23.3 る の就労 を ると に

                                          
24 計の 上 ト 不 ル (HIV)病 
25 A調 の結果 る  
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な 働 きた と る者が 58.4 に た 調整を 働

きた が 34.7 き 働きた な ・働 もり な が 6.9 とな り 93.1

が就労の を る  

 こ を え 2018 年に る推定 HIV 感染者・AIDS 患者の総数に若 (2015)の

を 用 業者数を 出 る た 的就業 と の就業 との を 業者

の就業 ととらえ ここ ら就業増加期待数を推定 る  

 
 16 HIV ・AIDS (20 64 2018年 ) 

a 者
者 2.1 計 計

b ( 1 8 〜2018) 0.15 計 計

c 者 者 (20〜64歳) 2.0 a - b

d 者 0.767 (201 )

e 的 者 0.931 (201 )

f 者 0.5 (1 )

g 0.3 ( )
 

 
 的な推定結果  16のと り る HIV感染者・AIDS患者の総数 2.0

業者 0.5 就業増加期待数 0.3 とな た  

3.6. 次 障  

 高次脳機能障害 が 病 により 脳に を 障害 意障害

障害 社会的 障害な の症 が こ らの症 により 活 た 社会 活に

が る る 26 

 労働 活の づらさな に る調 (2016)によると 高次脳機能障害者と

さ た者 32.7 るが の が高 者 るた 20 64 ると 8.0

る (  17) 

 

                                          
26 障害者リ リ ー ン ンター 高次脳機能障害 報・ ンター 高次脳機能障害を

る (http://www.rehab.go.jp/brain_fukyu/rikai/)を 考に た  
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 17 次 障 (2016年 ) 
年齢計 20〜64歳 20〜2 歳 0〜 歳 40〜4 歳 0〜 歳 60〜64歳 6 歳
32.7 8.0 0.6 1.0 1.9 2.4 2.1 24.0  
労働 活の づらさな に る調  

 
 障害者職業総 ンター(2011)によると 高次脳機能障害者の 45.3 が の

る に就 る 24.1 が の な が に の る に

就 たことが る 30.6 が に の る に就 たこと な とな

る この調 15 65 が調 とな り こ をこの 20 64 に

ると 業者の 45.3 業者の 54.7 となる の

な が に の る に就 たことが る を高次脳機能障害により を

たものと な 就業増加期待数の と な と 高次脳機能障害者の 職の者

就業増加期待数 4.4 1.9 となる (  18) 

 
 18 次 障 (2016年 ) 

a 8.0

b 者 0.241 障害者 (2011)

c 者 0.306 障害者 (2011)

d 者 4.4 ( )

e 1.9
 

 

3.7. 年  

 若年性認知症 65 未 症 る認知症 る 若年性認知症に 2006

2008年に 若年性認知症の と の基 整 に る が る こ

を調 と 認知症の ・ な に

る 能性が る の施設・機 (病 所 所 施設 ン

ター 護 ンター 護 ー ン 護 業所 別養護 ー

)に 調 たもの る この調 結果によると 10 たりの 病
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47.6 ( 性 57.8 性 36.7 ) り 推定患者数 3.8 る 27 

 
 19 年 (2006 2008) 

年齢 者
計 ( )

18-19 1.6 0 0.8 0.002
20-24 7.8 2.2 5.1 0.037
25-29 8.3 3.1 5.8 0.045
30-34 9.2 2.5 5.9 0.055
35-39 11.3 6.5 8.9 0.084
40-44 18.5 11.2 14.8 0.122
45-49 33.6 20.6 27.1 0.209
50-54 68.1 34.9 51.7 0.416
55-59 144.5 85.2 115.1 1.201
60-64 222.1 155.2 189.3 1.604
18-64 57.8 36.7 47.6 3.775

10 ( )

 
出所 (2009) 

 
 就業 に 障害者職業総 ンター(2016) 若年性認知症を 症 た の就

業 のた に が と た各 調 を ると 症 就労者の 9 が退

職 る (  20) 

 

                                          
27 (2009)  
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 20 年 ( 労 ) 
年 ( )

1) 1 年1 3.6 4.2 92.2
2) 1 年1 4.3 5.7 90.0
) 1 年8 6.7 8.7 84.6
4) 20年2 12.9 6.5 80.6
) 20年6 4.4 8.8 86.8
6) 22年 7.7 2.6 89.7
) 22年 6.3 5.2 88.4
8) 2 年 7.9 10.5 81.6
) 2 年 7.7 3.5 88.8

6.8 6.2 87.0  
出所 障害者職業総 ンター(2016)  

( )  本 会による 各報告 のタ トル の り  

若年認知症の ア よ 社会的 に る 業報告  知 に る若年性認知症

調 業 会 A  

若年認知症 把握調 報告  

 認知症 会報告  

若年性認知症 活 調 報告  

若年認知症の 調 結果報告  

若年性認知症の に る調 報告 

若年性認知症に る 調 報告  

若年性認知症 調 報告 2次調  

若年性認知症者の 活 果的な 方 に る調 報告 2次調  

 
 若年認知症に る 業者数の 出に た 若年性認知症の者の性・年 別 ら

症 の就業 を 労働 調 (2008 年)を用 出 症 就業者数を推計 る

症 に の の 87.0 (  20 )が退職 るものと 症 職の

者と 症 退職 た者の 計を 職の者と 推計 た た 症 に退職 た者

(87.0 )を 若年性認知症に 職と考え 就業増加期待数と な た 的な推定結

果  21のと り り 業者 3.4 就業増加期待数 2.4 とな た  
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 21 年 ( ) 
a 3.8 0
b 者 0.716 計
c 者 者 0.870 障害者 2016)
d 者 3.4 (1 )
e 2.4  
 

3.8. ン  

 2018年に たギャンブル依存症 基本 によるとギャンブル依存症 ギャンブ

ル等 の定 るとこ により る んこ に る の の

を … にの り ことにより 活 社会 活に 障が る

ると定 さ る  

 ギャンブル依存症の に 2017年に 病 機 ンター

病 機 ンターが のギャンブル等依存に る 調 ( 調 )を

施 る この調 300 の 基本 ら に 者を 出

調 を 施 たもの 調 者数 10,000 者数 5,365 

53.7 ギャンブル等依存に る調 に る 数 4,685 

46.9% た ギャンブル等依存の 定に SOGS28を 用 る  

 こ によると 1 年 のギャンブル等の 等の ら ギャンブル等依存が

る者 の 0.8%(95% 0.5 1.1 )と推計さ る た

た ギャンブル等依存が る者 の 3.6 ( 3.1 4.2 ) る ギャ

ンブル等依存が る者が もよ を たギャンブル等 ンコ・

る  

 ギャンブル等依存が る者の を の と ると 本 に

高  6  

 

                                          
28 The South Oaks Gambling Screen ア リ の ー が た 世 的に も

用 ら るギャンブル依存の リーニン ト 12 (20 )の 5 上の

にギャンブル等依存の りとさ る  
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と る ー 依存症に の ータ な (2018)によると

・高 の ンター トの病的 用者 31 2017 年の 12.4

10.6 14.3 高 16.0% 13.2 18.9 た 2012年

にも の調 を るが 2012年に に増加 り に 増

る 32 数に ると ・高 の ンター トの病的 用者 2017 年

93 と推定さ る 33 

ー 依存も の依存症と に社会的 を 就業にも る が る

病 (ICD)に も の ICD-11 ー 障害が に ら たとこ

る ながら に に る ータが な こと ら

の 業 推計を た  

3.9.  

薬物依存症と 薬 ン ーな の薬物を り え た る

な と不 になるた る よ と も ら な と

る 34 刑者の 4 に 1 薬物 用 の る

の 2.5% 薬物 用による コ ト 年 2,000 上と推定さ る 35  

薬物依存の に ・ ンターが 労働

により 薬物 用に る 調 を 施 る この調 が の一

に る 薬 用を 薬物 用の を把握 るとともに 年的な を

ニタリン ることを 的と る 1995年 年 施さ さ る

の調 2017年 る 調 の 15 64 の一 5000 り 基本

に基づき 出により 出さ たもの る 調 にト ーニン

を た調 が 者 を 別 調 よ 調 用 の ・ を た

                                          
31 Youngの 8 による リーニン トを用 5 上 た者を 病的 用者 と

る  
32 2012年の結果を 年別 数を 調整 ると 6.0 4.4 7.7 高

9.4 7.6 11.2  
33 (2020) 
34 労働 薬物依存症  https://www.mhlw.go.jp/kokoro/know/disease_drug.html 
35   薬物依存 https://www.e-healthnet.mhlw.go.jp/information/heart/k-04-002.html 

労働 e- ル ト  
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り 2017 年に 2905 ( 58.1 ) 2899 とな

る 36 

2017年の調 結果を ると 薬物 用の 2.3 薬物 用の 者

の推計 216 る 37 薬物 用者 推計 2007年の 309 を ー に

に えるが が た 定 きな 38 別に ると 性が 168

性が 48 と推計さ り 薬物 用者の よ 8 が 性 る (  22)  

 
 22 経 経 (2017) 

者 ( ) 216
168
48

( ) 2.3  
出所 (2018) 76 77 , pp.132 - 133 

 
薬物 用の と ら 機 が も たが 年 が増加 に

り 2017年 機 を上 た (  7) 2017年 ると が 133 機

が 103 が 50 とな る (2018) 用を 認

る考えが 10 代 30 代に 増加 り 若年 に る が重要 ると

る 39 

 

                                          
36 (2018) p.1 
37 (2018) 77 76 pp.132 - 133 
38 2017年の推計 216 が 141 291 こ 薬物 者の ン ル数

が な た る  
39 (2018), p.16 
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 7 経  

 
出所 (2018) 33, p.134 

 
 な 薬物 用の 1年 ると 2017年 0.14 り 者の

1年 に 用 な  

薬物 用者の就業 を ると薬物 用者( り)の 業 のな も

のよりも高 40 このた 業者 就業増加期待数に の推計 な ことと

た な 就業 を ると 薬物 用者 業の が高 と が る (  23) 

 
 23 経 (2017年) 

計
100% 72% 28% 9% 50% 14% 8% 15% 5%
100% 92% 8% 27% 45% 19% 2% 3% 3%  

出所 (2018) 65より本 会推計 

( ) の ・不 を を計 た  

 

                                          
40 この一 の と 薬物 用者の が 性 ることが考えら るが 薬物 用者の性別の就

業 の ータが さ な の 推計 きな た  
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3.10.  

アルコール依存症 量の を 期に た ること がな と ら な

なる る の が にも にも が きな なるな 活

にも 障が出 る たアルコールが ると 不 ・ き

の え ・ な の 症 が出 るの を えるた

に た ん と たことが こる  

アルコール依存症 認の病 とも るよ に 本 病 を認 たがらな

に る たん を も の に一 も と た の に

の 意 を る 要が る 本 が に 積 的に り こと

を の の ートが重要 る 41 

労働 患者調 (2017)によると 総患者数 アルコール 用( )による

よ の障害の るものが 5.4 (20 64 3.2 ) アルコール性 患

が 3.7 ( 1.8 ) り ると 9.1 となる こ ら のも

のに ら る 上 の り本 の認 がな を な た を

る者が ことを考 ると 推計 る  

アルコール依存症に 2013年に 労働 と WHO世

を えたアルコールの 害 用 に る総 的 が のた の

調 が 2013 年 7 に 施さ た この調 ら 出を

調 を 調 を たもの り 4153 る 42 

調 アルコール 用障害 定 ト (AUDIT: Alcohol Use Disorders 

Identification Test) ICD-10の 方 による調 な る  

AUDIT 1990 年代 WHO の ン ン ブ さ た の リーニ

ン ト る 10 の らなり を ( 40 ) る ト フ

各 の に に設定 きるが 世 的に 8 上が な 13

上がアルコール依存症の とさ る 43  

                                          
41 上 労働 アルコール依存症  

https://www.mhlw.go.jp/kokoro/know/disease_alcohol.html を た  
42 調 結果 (2014)による  
43 労働  e- ル ト AUDIT  

 https://www.e-healthnet.mhlw.go.jp/information/dictionary/alcohol/ya-021.html 
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2013年調 AUDIT 8 上( な )が 性 24.5 性 3.7 AUDIT 

16 上( 的アルコール依存症)が 性 4.6 性 0.7% AUDIT 20 上(ア

ルコール依存症の り)が 性 2.1 性 0.2%とな る (  24) 

 
 24 ( ) ( 年 2013年 ) 

8 24.5 3.7
16 4.6 0.7
20 2.1 0.2

ICT-10 1.0 0.2  
出所 (2014)に基づき  

 
AUDIT アルコール依存症の の る者の リーニン ト るが アルコー

ル依存症の 定 ICD ンに ICD(International Statistical 

Classification of Diseases and Related Health Problems) 害 に る

WHOが た り の 10 る ICD-10が用 ら る ICD-10

によるアルコール依存症の ン のと り る  

 
1年 3 1  

1  

2  

3  

4  

5 

 

6 害  

 
 ICD-10の方がより 基 となるが こ によるアルコール依存症 者の

性 1.0 性 0.2 となる  

 AUDITによ た も ICD-10によ た もアルコール依存症の( た の の

る)者の 性の方が 性より なり 2003年 2008年調 と ると

の 者の 性を に る 能性が るが 重 の者の

な  

 アルコール依存症の者の推計数 (2014) AUDIT 20 上の者 113

ICD-10によるもの 58 と推計さ る  
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本 会 より重 の者をとらえると考え ICD-10 によるアルコール依存症の推計数を

用 性・年 別のアルコール依存症の者の ら 20 64 のアルコール依存症の者

を 43 と推計 る (  25) 

 
 25 ICD-10 (20 64 ) 

年齢
20〜24 0.0% 0.0%
2 〜2 1.4% 0.0%
0〜 4 0.0% 1.5%
〜 1.7% 0.0%

40〜44 0.7% 0.0%
4 〜4 0.7% 0.0%
0〜 4 2.0% 0.0%
〜 1.2% 0.0%

60〜64 0.9% 0.4%
計 ( )

20〜64歳 36 8
計 43  
出所 (2014) 20 64 の推計数 本 会推計  

 
アルコール依存症 を る え な障害が る 能性が高 が 就労に

る ータに た 業者 就業増加期待数の推計 な た  

3.11. LGBT  

LGBT Lesbian( 性の 性 者) Gay( 性の 性 者) Bisexual( 性 者)

Transgender( の性と の性が一 な の性に 感を 者)の をと た

もの 性的 数者( ャル リ )を の一 と る 44 こ に

Asexual( 性 者)を加え LGBTAと ことも る  

この Lesbian, Gay, Bisexual, Asexual 性的 の り Transgender

性 認の る こ らの にとら 性的 (Sexual Orientation) 性

認(Gender Identity)の と とらえ SOGIと ことも る  

 本 会 本 の意 の LGBT が る 上 LGBT等 と

ことと る  

 LGBT等に ー LGBT総 所 の調

                                          
44 務 な性に 考えよ 性的 考と性 認

http://www.moj.go.jp/JINKEN/LGBT/index.html 
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が る 整 ると  26のと り る  

 
 26 LGBT  

(2018) 2018 20〜
歳

(622
6 ) 8

(201 ) 2019 20〜
6 歳

(2 8
4 (

)

的 者
10 0

(2016) 2016 20〜
歳 (1000) ( 的 ) 者

8

(201 ) 2019 18
〜 歳 (1 000

( 428 ))
2

 
( )  (2018): ー LGBT調 2018 (2019年 1 ) 

LGBT総 (2019): LGBT総 所 LGBT意 調 2019 (2019年 11 ) 

(2016): LGBTに る職 の意 調 (2016年 8 ) 

(2019):  (2019) 

 
(2018) LGBT総 (2019) (2016)が 8 10 るのに (2019)

3.3 と きな が る 調 方 を ると 者(3調 ) ンター ト調 り

LGBT に る調 ることを に た調 る 一方 者( (2019))

基本 に基づ 出 り 調 も の働き方と ら の

性と に ん るアン ート と も LGBT を に出 な 者と 者を

た 者の方が LGBT 等の 者な に の る者に を ら

た 能性が高 このた 本 会と 調 が の と るも

のの (2019)の LGBT等の を 用 る  

LGBT等の 3.3 に 2019年の 20 59 (7112.8 )を ると LGBT(20

59 )の推定数 235 となる LGBT等の 別に ると ・ アンが0.7

アル 1.4 ア アル 0.8 ト ン ン ー0.7 とな る
45 

LGBT等の就労に る ータ な (2016)によると LGBT 者が

                                          
45 計が 3.3 を えるが こ ・ アン アルとト ン ン ー 重複

が るた る  
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に る の LGBTに る 別的な り ( な )を た

き た者 36.3 と 3 に 1 が き る このこと ら LGBT

等 る者が就労に たり不 ・ 難な が ることが推 きるが 就業 等に る

きる ータ な 46 このた 業者 就業増加期待数の推計 な

た  

3.12. 社会  

 社会的養護と 護者のな 護者に 護さ ることが な を

的 社会的に養 護 るとともに 養 に きな 難を抱える の を

こと る に基づ 社会的養護施設と 養護施設

障害 期 施設( 施設) 施設 活 施設

ー が る の フ リー ー の も る (  27) 

 
 27 社会  

(

)

者

(

)

者

140 606 46 58 227 154

3,900 32,253 1,892 3,637 4 648 1,012

2,706 25,282 1,280 1,309 8
6 46 573

4,921 17,883 1,309 1,838 1,994 687  
出所 労働 社会的養 の推 に 2019年 4  

(https://www.mhlw.go.jp/content/000503210.pdf) 

 
 フ リー ー の 数が増加 る 社会的養護施設の 所数

19年こ 増加 の に る (  8) 

 

                                          
46 (2019) 調 を る り把握 能と考えら るが 計結果 さ な

た 用 きな た  
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た 用 きな た  

 

41 
 

 8 保  

 
出所 労働 (2019) 社会的養 の推 に 2019年 4  

 
 に社会的養護施設を退所 た者に る ータ な た のフ ー ー の

退所者数を 計 ることも考えら るが ら 養護施設に る( )な

ブル ントも考えら るの 意が 要 る このた 社会的養護施設の退所者数(

ト ー )を推計 るに た 養護施設 所者の 業 の 数 ント

ることと た 労働 調 ( 社会的養護の に る調 )によると

養護施設 の 業者 2017 年 2342 る 年によ が るが 年

2300 2500 の とな る このた なり 把な と

養護施設 の 業者 年 2500 と 定 この 45年 る 11

を社会的 施設退所者数と た  

 社会的 施設退所者に 養護施設 の が ると え

(2017年 16.1 )と た ータ るが 就労に る ータに

業者 就業増加期待数の推計 な た  

3.13.  

 刑務所出所者等(刑務所・ 所等を出所 た者) 刑 者とも る 刑務所出所者等

の就労 刑務所出所者等 が 活 上 不 なもの るが に が
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きな ことが を と 意 社会 の も る  

刑務所 所 る者の に 職の者 69.1 と 7 を る により

る者 ると 71.8 とこの さらに高 なる (  28) 

 
 28 (2018 ) 

者 者
計 69.1 71.8 65.1

67.6 70.7 63.0
82.6 85.0 80.3  

出所 務 計年報 (2018)に基づき本 会 推計 

( )  者 刑者の 者 の者と 計  

 
刑務所出所者等の 職の者と 職の者の を た ータ な が

護 な 出所 の者に の 職・ 職の者の別の刑務所等 の (

)を 務 が る ータが が こ を ると を る者が

7.6 に 職の者が 28.1 る このこと ら 務 護 に 職

た者の 職者の り の が に きな を えると

る 47 

 
 29 保 (2009 2013 ) 

者 者
7.6 28.1  

出所 務 護 所  

http://www.moj.go.jp/hisho/seisakuhyouka/hisho04_00040.html 

 
 刑務所出所者等に 務 計 出所 刑者数と 把握 ることが き

る 2018年 出所 刑者数 21,060 ( 性 19,010 性 2050 ) 20 64

ると 18,271 ( 性 16,619 性 1,652 ) る  

 ながらこ の年に出所 た者 な フ ーの数 る

を と る者が ら る を知るた に 定の に る ト

ー の ータが 要となる  

 本 会 2018年 の ト ー の刑務所出所者等に に刑務所を出

所 た者の 2018年 に の の要 を た ものと 定 た  

                                          
47 務 護 所 http://www.moj.go.jp/hisho/seisakuhyouka/hisho04_00040.html 
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� 64  

� 存 る 

� 刑務所に 所 な  

この に 年も に刑務所を出所 た者も るの 意が 要

る  

推計の基本的考え方 のと り る  

な i年に出所 i年 に j た者の t年 に る刑務所出所者等( も

も な 64 の者)を [ | , ]と たとき 

[ | , ] = [ 1| , ] [ | , ] [ | , ],  + 64
[ | , ] = 0,                                                                                                + 65 

 ここ [ | , ], [ | , ] i年に出所 i年 に j た者の

t年 に刑務所に た者の推計 と た者の推計 る な 年 の刑務

所出所者等の 年 に た者と刑務所に た者を た者が 年 の刑務

所出所者等の数になる な +  i年に出所 i年 に j た者の t年 に

る年 の推定 となるの 65 上にな た 0と る  

  [ | , ], [ | , ] により推定 る  

[ | , ] = [ | ] [ , ] 

[ | , ] = [ + | ] ( [ 1| , ] [ | , ]) 

 ここ [ | ] 出所年別の出所 年数別 (t-iが t年に る 年数にな

る) [ , ] 出所年別年 別出所者数 48  [ + | ] t年に る年 別

る  

的な推計に た ータの 出所年別の出所 年別 ( 年

)(r) 出所 9 年 計の各年の ータ ら推計 10 年 ARIMA

ル 推計 た 各年の 計の年 別 を 用 た 年別年

(各 )別出所者数 (d) 各 別 ータがな ものに 5 等の ー

タを各 別に になるよ に 推計 た  

な t = i (出所年 )のとき [ 1| , ] = [ , ] と に 年の

年 別  * 0.5を用 た  

                                          
48 の ー ン 出所 た と 年 の ら きを考 出所 j - 1 の者の 1/2

と出所 j の者の 1/2とを 出所年 に j の者と た  
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推計 と 別に た  

こ らによる推定結果  30 のと り り 2018 年に る刑務所出所者等(20

64 )の推定 30 となる 49 

 
 30 (20 64 2018年 ) 

年齢 計
計 30.3 27.9 2.3

20〜24 0.1 0.1 0.0
2 〜2 0.5 0.5 0.0
0〜 4 1.4 1.3 0.1
〜 2.7 2.4 0.2

40〜44 4.0 3.6 0.4
4 〜4 5.3 4.8 0.5
0〜 4 5.6 5.2 0.4
〜 5.5 5.1 0.4

60〜64 5.2 4.9 0.3  
( ) 推計方 本  

 
刑務所出所者等の就労 に 把握 たもの な このた 者の 職者・

職者の と 職者・ 職者の ら 職 を推定 た  

推計の考え方 のと り る 年 の 職者・ 職者別の刑務所出所者等数を

𝑁𝑁𝑁𝑁1,𝑁𝑁𝑁𝑁0 刑務所出所者等の 職者・ 職者別の年 の刑務所 を𝑘𝑘𝑘𝑘1, 𝑘𝑘𝑘𝑘0 と ると 職

者・ 職者別の刑務所 数𝑍𝑍𝑍𝑍1,𝑍𝑍𝑍𝑍0  

𝑍𝑍𝑍𝑍1 = 𝑘𝑘𝑘𝑘1 𝑁𝑁𝑁𝑁1, 𝑍𝑍𝑍𝑍0 = 𝑘𝑘𝑘𝑘0 𝑁𝑁𝑁𝑁0 

 刑務所 数に る 職者と 職者の p  

𝑝𝑝𝑝𝑝 =
𝑍𝑍𝑍𝑍1
𝑍𝑍𝑍𝑍0

=
𝑘𝑘𝑘𝑘1 𝑁𝑁𝑁𝑁1
𝑘𝑘𝑘𝑘0 𝑁𝑁𝑁𝑁0

 

 ここ ら 

𝑁𝑁𝑁𝑁1
𝑁𝑁𝑁𝑁0

= 𝑝𝑝𝑝𝑝
𝑘𝑘𝑘𝑘0
𝑘𝑘𝑘𝑘1

 

 業 e  

𝑒𝑒𝑒𝑒 =
𝑁𝑁𝑁𝑁1

𝑁𝑁𝑁𝑁1 + 𝑁𝑁𝑁𝑁0
=

1

1 + 𝑁𝑁𝑁𝑁0
𝑁𝑁𝑁𝑁1

=
1

1 + 1
𝑝𝑝𝑝𝑝
𝑘𝑘𝑘𝑘1
𝑘𝑘𝑘𝑘0

 

                                          
49 上の刑務所出所者等数の推計の考え方 推計 ー 就労 機 に た

本 による  
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4 〜4 5.3 4.8 0.5
0〜 4 5.6 5.2 0.4
〜 5.5 5.1 0.4

60〜64 5.2 4.9 0.3  
( ) 推計方 本  

 
刑務所出所者等の就労 に 把握 たもの な このた 者の 職者・

職者の と 職者・ 職者の ら 職 を推定 た  

推計の考え方 のと り る 年 の 職者・ 職者別の刑務所出所者等数を

𝑁𝑁𝑁𝑁1,𝑁𝑁𝑁𝑁0 刑務所出所者等の 職者・ 職者別の年 の刑務所 を𝑘𝑘𝑘𝑘1, 𝑘𝑘𝑘𝑘0 と ると 職

者・ 職者別の刑務所 数𝑍𝑍𝑍𝑍1,𝑍𝑍𝑍𝑍0  

𝑍𝑍𝑍𝑍1 = 𝑘𝑘𝑘𝑘1 𝑁𝑁𝑁𝑁1, 𝑍𝑍𝑍𝑍0 = 𝑘𝑘𝑘𝑘0 𝑁𝑁𝑁𝑁0 

 刑務所 数に る 職者と 職者の p  

𝑝𝑝𝑝𝑝 =
𝑍𝑍𝑍𝑍1
𝑍𝑍𝑍𝑍0

=
𝑘𝑘𝑘𝑘1 𝑁𝑁𝑁𝑁1
𝑘𝑘𝑘𝑘0 𝑁𝑁𝑁𝑁0

 

 ここ ら 

𝑁𝑁𝑁𝑁1
𝑁𝑁𝑁𝑁0

= 𝑝𝑝𝑝𝑝
𝑘𝑘𝑘𝑘0
𝑘𝑘𝑘𝑘1

 

 業 e  

𝑒𝑒𝑒𝑒 =
𝑁𝑁𝑁𝑁1

𝑁𝑁𝑁𝑁1 + 𝑁𝑁𝑁𝑁0
=

1

1 + 𝑁𝑁𝑁𝑁0
𝑁𝑁𝑁𝑁1

=
1

1 + 1
𝑝𝑝𝑝𝑝
𝑘𝑘𝑘𝑘1
𝑘𝑘𝑘𝑘0

 

                                          
49 上の刑務所出所者等数の推計の考え方 推計 ー 就労 機 に た

本 による  
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刑務所 者に る 職者と 職者の に  28 らもと 刑務所出所

者等の 職者・ 職者の の (𝑘𝑘𝑘𝑘1 𝑘𝑘𝑘𝑘0) 護 の者の 職者・ 職者の

(  29)の と等 ものと 推定 た  

この結果刑務所出所者等の 業 59.2 と推定 こ を刑務所出所者等数に る

こと 刑務所出所者等 30 業者 18 業者 12 と推定 た  

た性・年 別刑務所出所者等数に 労働 調 (2018)の性・年 別就業 を る

こと 刑務所出所者等 な た の期待就業者数を たとこ 27 た こ

と刑務所出所者等の 業者数との の 9 刑務所出所者等の就業 と考え

この を就業増加期待数と た  

 
 31 (2018 ) 
a 者 30
b 0.592
c 者 18
d 者 12 a - c
e 者 27
f 9 e - c  
 

3.14.  

 ニート NEET な Not in Education, Employment or Training り も

も も な 者を  

もともと ギリ 若年者 用 の 用 ら たもの る 若年者の

20 が 業 る の 業 の る職業 に 加 な 若者が 1990

年代 に 16 18 の 9 (16.1 )に こと こ らの者が の 社会

者になる 能性が り た薬物 用者 刑 ー になる 能性が

な 社会的コ トが き こと ら こ らを NEETと に る の重要性

果が認 さ た  

一方 本 と なり 若年者の 業 に重 が な たが

2000年代 若年者の 業 に が ら さらに 活 的な の若者の

も認 さ るよ にな た の 積 的な就職活 を な た 業者に ン

トさ た働 な た フリーターにもならな 業の若者の の重要性 ら
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ニートの が用 ら るよ にな た 50  

 ながら職業 の づ な 本と ギリ と なり が ことも

り 労働 調 ー 把握 る に 15 34 の 労働 の に

も に もな 者 51 と 定 さ る  

 2018年に るニートの総数 53 性が 35 性が 20 り

2002年を ー に に る ニートが 増 た 2001 2002 る IT ブル

に 不 期 る の 期に 業・就職 期を えた若者が る就職氷河期世

代となるが の 上の年代にも 用 の がニートの増加と たと

考えら る た の ることの一 に 若年 の が ると考えら

る ニートが 年 (15 34 )に る に きな な (  32  9) 

 
 32 ( 労働 「 」)(2018年 ) 

1 〜 4歳 1 〜1 歳 20〜24歳 2 〜2 歳 0〜 4歳
計 53 7 14 15 17

35 5 9 10 11
20 3 5 6 6

 
 

 9 ( ) 15 34 ( ) 

 
出所 総務 労働 調  

( )   ニート 15 34 の 労働 の の の者 数 り り  

                                          
50 ニートに る ギリ よ 本に る に と (2010)を た  
51 労働 調 労働 の の の者となる  
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 ニートが 業者( 業者 労働 )に る 15 34 6.2% 

(=53/858) る この年代の 業者に が た このよ な にと

る の とニートの重複調整 52に た 各 の 20 34 の 業者数に

20 34 の 業者に るニートの (12.2  = 46/376)を 推計 た  

 たニートの 就業 の るもの 14 ( 性 9 性 5 ) る こ

ニートの 1/4を る えるとニート4 の 3 就業 がな  

 29年 就業 基本調 ると を 業者 就業を な

者の就業を な 病 ・ のた が 29.0 と の一方

を る がな が 7.2% に な が 18.1 とな り ア トリー に

よる 等により就業 に る 能性が る者も この を 就業 者

数に ると を る がな に な と る者 10 と推定さ

る  

 本 会に ニートの総数 業者数を 53 と る 就業増加期待数 就

業 を 者に 就業 が を る がな に な と る

就業 者を加えたものと 24 と る  

 
 33 (15 34 ) (2017年 %) 

者
齢

計 100.0 1.2 0.3 0.6 6.7 29.0 0.2 8.1 0.3 7.2 27.7 18.1
100.0 0.0 0.3 0.0 5.6 27.4 0.3 8.8 0.1 7.9 31.5 17.6
100.0 3.0 0.3 1.6 8.3 31.5 0.0 7.0 0.4 6.1 22.2 18.7

2 年
( )  
 

3.15.  

 フリーターな フリーアル ター アル ト 報 による 1980年代

に た 増え た を 業 も定職に就 アル ト 計を

                                          
52 3.23.1を  
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る若者た を たもの が に たの ら の を るた

る に ら な き方を ん え 社 な アル トを 若者

た 社 を ながらも果た アル ト 就業 る者

ら を るの もな ら ら る者と 意 を る 方も る に

未定 業 る若者を総 る と も る 53  

 フリーターの数を把握 る え 一定の定 が 要となる アル ト

ートを た ート アル トと 把握さ る 的に 総務 労働 調

( 計) 若年の ート・アル ト の 者のことを 上 フリー

ター と と のと り定 る 54 55  

� 年 が 15 34 性 業者 性 業者 未 の者の の

に る者  

¾ 用者の に る が ート・アル トの者 

¾ 業者の る の が ート・アル トの者 

¾ 労働 も の な の の者の 就業 定

ら る の が ート・アル トの者 

 この総務 定 によるフリーターの数  34のと り る  

 

                                          
53 (2002) p.4 
54 https://www.stat.go.jp/library/faq/faq16/faq16a09.html 
55 な 労働 (1991) 3年 労働 の フリーターを のよ に定

る  

� 年 15 34 と 定 

� 就業 る者に に る が アル ト ート る

用者 性に 就業年数が 1 5年未 の者 性に 未 を に

る者 

� 業の者に も も ら アル ト・ ート の を る者 
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53 (2002) p.4 
54 https://www.stat.go.jp/library/faq/faq16/faq16a09.html 
55 な 労働 (1991) 3年 労働 の フリーターを のよ に定

る  

� 年 15 34 と 定 
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用者 性に 就業年数が 1 5年未 の者 性に 未 を に
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 34  (2018年 ) 
1 〜 4歳 1 〜24歳 2 〜 4歳

計
( ) 143 61 82
( ) 12 5 7
者 131 56 75

者 9 4 5
( ) 3 1 2

( ) 66 26 40
( ) 6 3 3
者 60 23 37

者 4 2 2
( ) 2 1 1

( ) 77 35 42
( ) 6 2 4
者 71 33 38

者 5 2 3
( ) 1 0 1

( 計) (2018)  
 
 こ によるとフリーターの総数 143 の に ート アル

トと 働 る者となる 別に 4 が 性 6 が 性 る  

 フリーターの推 を ると 2011 年を ー に に り こ 用 の

を るものと考えら る  10  
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 10  

 
出所 総務 労働 調 ( 計)2019年( 年) ( 報) 結果の ント p.14 

(https://www.stat.go.jp/data/roudou/sokuhou/nen/dt/pdf/index1.pdf) 

 
 フリーター に 上 のと り るが 就労 の となる 働きづらさを

抱えた者 と この を計上 ること な と考えら る  

 な フリーターの の も もの に ると り フリーターの に

な 的な を 積 的にこのよ な働き方を る者も ら

る  

 このた 働きづらさを抱えた者と フリーターの も本意 な ート ア

ル トを る者(不本意フリーター)と る  

 ここ 不本意と 用 に る が の職 ・ 業 の がな ら

と たもの ると な 不本意フリーター数 フリーター数に不本意 ート・アル

トの を た 56 (  35) 

 

                                          
56 フリーターと に一 るた に 業者( 性) 業者・未 ( 性) とる き るが e-stat

ら きな たの ート・アル トに る ら推計 た 15 24 に ア

ル トが ること ら アル トの の な 25 34 の不本意 ート・アル ト

の を 用 た な 性 不本意フリーターの が な と推 さ るの この方 によ

る推計 も不本意の が にな る 能性が る  
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 10  

 
出所 総務 労働 調 ( 計)2019年( 年) ( 報) 結果の ント p.14 

(https://www.stat.go.jp/data/roudou/sokuhou/nen/dt/pdf/index1.pdf) 
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る  
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ル トを る者(不本意フリーター)と る  

 ここ 不本意と 用 に る が の職 ・ 業 の がな ら
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トの を た 56 (  35) 

 

                                          
56 フリーターと に一 るた に 業者( 性) 業者・未 ( 性) とる き るが e-stat

ら きな たの ート・アル トに る ら推計 た 15 24 に ア

ル トが ること ら アル トの の な 25 34 の不本意 ート・アル ト
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る推計 も不本意の が にな る 能性が る  
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 35 ・ バ (2018) 
( )

60 0.250 15
71 0.073 5

計 20  
出所 総務 労働 調 ( 推計) (2018)等より本 会推計 

( ) 1. 不本意 ート・アル トの ート・アル ト(25 34 )の の

用 に る が の職 ・ 業 の がな ら る者の  

2. 不本意フリーター フリーター数に 1の を たもの  

 

 こ によると不本意フリーター 20 となり フリーター に なり な

の数となるが こ と 用 の が るものと考えら る な 不

本意フリーターの定 上 業者 就業増加期待数 存 な  

 不本意フリーター のフリーター も な就労 を ことにより就業

に る意 が 社 より 就労を ものが出 きたり る 能性も る

ータの も り こ の推計 な た  

3.16.  

 就職氷河期世代 1993 年 2004 年に 業期を えた世代を 57

2019年 4 37 48 高 33 44 る に不 定

な就労 業に たこと 就職 き も本 の 業 ・ 業 の就職を な

さ たことによる 期 職等により 能 機会が な 業に さ る

職務 も な に 35 になると 加 に 業 の ・ 用 等

により 定 た職業に 職 る機会が さ とさ る の就職期がた た

ブル の に たが えに 未就職 不 定就労等を な さ

る 58  

 こ らの世代に る ニート・フリーター と 一定の 果 上げ きたと

こ るが こ らの 35 とな る こ らの世代の

が 35 を える とな ることを え 2019年 ら就職氷河期世代 の が

さ た  

 2019年 5 29 に 労働 が 就職氷河期世代活 ン を 定 年 6

                                          
57 労働 就職氷河期世代活 ン (2019年 5 29 ) 1  
58 労働 就職氷河期世代活 ン (2019年 5 29 ) p.1を た  
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21 に と の 就職氷河期世代 が 定さ た

に就職氷河期世代 推 が設 さ た さらに 年 12 23 に 就職氷河

期世代 に る 計 2019 が 定さ る  

 の 就職氷河期世代 る就職氷河期世代 30 

代 ら 40 代 に る と と 用を な

がら不本意に 用 働 者 な とも 50 就業を ながら な

により 職活 を な 期 業者 社会との ながりを り 社会 加に よ

り な を 要と る者な 100 と 59と る  

 就職氷河期世代の定 このよ に なとこ が り た 高 と も年

なるが 就職氷河期世代 を え た ータの も考

の推計に 2018 年に 35 44 る者の 不本意 労働者

業者 労働 ( を の )の に る者を就職氷河期

世代( 者)の総数に計上 た  

 
 36 (2018年 支 35 44 ) 

計
a 125 66 59 b + c + d
b 者 50 21 28
c 者 36 20 17
d ( ) 39 25 14
e 者 9 6 3
f 者 0.256 0.161
g 者 7 5 2 (d - e)* g
h 者 75 45 31 c + d
i 45 26 20 c + e
j 52 31 22 c + e + g  
 

 の結果  36 り 総数と 125 別に ると 性が 66

性が 59 と 性の方が若 本 会 こ らの数を働きづらさを抱える者の総

数と 計上 た 50 が不本意 労働者 75 が 職 る 職の

就業 を もの 業者を 45 とな る ニートと こ に

を る がな に がな と る 就業 者を加えると 52 となり

こ を就業増加期待数と る  

                                          
59 就職氷河期世代 (2019年 6 21 ) 基本認  p.1 
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b 者 50 21 28
c 者 36 20 17
d ( ) 39 25 14
e 者 9 6 3
f 者 0.256 0.161
g 者 7 5 2 (d - e)* g
h 者 75 45 31 c + d
i 45 26 20 c + e
j 52 31 22 c + e + g  
 

 の結果  36 り 総数と 125 別に ると 性が 66

性が 59 と 性の方が若 本 会 こ らの数を働きづらさを抱える者の総

数と 計上 た 50 が不本意 労働者 75 が 職 る 職の

就業 を もの 業者を 45 とな る ニートと こ に

を る がな に がな と る 就業 者を加えると 52 となり

こ を就業増加期待数と る  

                                          
59 就職氷河期世代 (2019年 6 21 ) 基本認  p.1 
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 就職氷河期世代に る 3年 的に り こととさ り 用者

を 30 増 ことを と る 60 12 に 定さ た 就職氷河期世代 に

る 計 2019 年 (2019年 ) を 3年 650 を

上 る を ることとさ る  

3.17.  

 ひきこもり 労働 ひきこもりの ・ に る ン が次のよ

に定 る  

な要 の結果と 社会的 加 務 を 就 を

就労 の な を 的に 6 上に た

にと り る 者と らな の 出を

もよ を る な ひきこもり と 調症

の 性 る 性症 に基づ ひきこもり と 一 を た

病性の と るが に 定 がなさ る の 調症が

る 能性 な ことに 意 き る 61 

 ひきこもり ニートと重なる も が 労働 の ン ひきこもり

な とも 年 上 社会 加が き に る り 社会 活の が

難にな ・ ・ の となる を の の 要

性の と ら用 を る 要性が り に ニート

の の に 本 ン たよ なひきこもり を抱え 的な を要

る が な ら る 62と る  

 ひきこもりが ら る に 定 によ も なる きこもりの推計

ここ の に の 調 に る 2004 2006年の  

者 上 が る この調 11 20 49 の

ら 出さ た 1660 の 調 を こな たもの り の推定 と

2003 年 の総世 数の 0.56 に たる 26 世 ひきこもりの が

ると る 63  

                                          
60 就職氷河期世代 (2019年 6 21 ) 基本認  p.1  
61 労働 ひきこもりの ・ に る ン p.6 
62 労働 ひきこもりの ・ に る ン p.7 
63 (2007) 
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 一方 2010 年に 若者の意 に る調 2015 年に 若者の 活に

る調 を 施 ひきこもりの 把握を る 2015年調 ひきこもりの定

と の に る者を きこもり の 1)を の用 のと

き 出 る と た者を ひきこもり と きこもり ら ひきこもりを

たものを ひきこもり と る  

1) の の が 6 上 る   

 の用 のとき 出 る 

 所のコン ニな に 出 る 

 ら 出るが ら 出な  

 ら とん 出な  

2) の にな たき と 病 出 ・出 ・ の

にも な  

3)  業 ・ な  

 2016年の調 の結果  37のと り る  

 
 37 2015年 15 39 %  

1.57 0.51 1.06
(1.64) (0.51) (1.12)  

出所 若者の 活に る調 報告 2016年  

 1. 調 2015年 12  

 2 15 39 に る  調症を た の  

 
 この結果を 推計 に る 15 39 の 3445 に ると ひ

きこもり 54 ひきこもり 18 となる の (2007) の推定

26 世 るが 本 会 調 の 調 に基づ 推計 を用 ることと

の も就労 の 要性に んが ひきこもり の推計 を 用 る  

 た 調 によると ひきこもりの 75.5 が 職 64 り 職の

54.1 就業 を る こ より ひきこもりの 職の者 就職 の者

(就業増加期待数)を推計 ると  38の りとなる  

 

                                          
64 会社等に るが を な ものを  
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 38 2015年  

54 41 22  
出所 若者の 活に る調 報告 2016年 より本 会推計 

 

 ひきこもりにな たき を ると の が な が不 な

が ことが推 さ る 不 が が と に職 と就職活

を げるものが と が る が なり ことが る このよ な

ひきこもりと就労の と結果 な 一 の とな る  11  

 
 11  (2015年 n=49 M.A., %) 

 
出所 若者の 活に る調 報告 2016年  

 

3.18. ス 

 労働 ー の を把握 る 的 年 数調 を とともに 4

5年に一 より な 活 調 を る  

 数調 によると ー の数 年 に り 2018 年 4977 2019

年 4555 とな る (  12)  こ 用 が たこと

の施 が きたことによるものと考えら る  
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 12 ス  

 
出所 労働 ー の に る 調 数調  

 

 2018年の 数調 により 別に ると 性が 4607 性が 177 不 が 193

り 性が 90 上を る  

 2016年の 活 調 により年 別に ると 65 69 が23.1 70 上が19.7

と 高 者の が高 な る この 2003年 10.5 4.6

たことに ると な増加とな り ー の高 が とな る

(  13) この要 の一 と ・ 用 の ー の 果が

的年 の若 ー に 高 の ー に に たことが ると

考えら る  
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 13 ス 年  (%) 

 
出所 労働 ー の に る 調 活 調  

 

2016年 活 調 によると の 上 活を るよ にな た な

性 業 26.5 が た 27.6 病 ・ が 高

17.4 17.0 の が高 のに 性 の こ

18.9 ア ート等の が えな な た 13.2 の が高 65 性

をき と たものが ことが る  

の に の る を る者が 55.6 な ものが

44.4 ( を )とな るが を る者の の が

り も 3/4が 5 未 る  

 

                                          
65 労働 ー の に る 調 ( 活 調 )の 結果 2016  

 

（
個
別
積
上
げ
方
式
）



58

 

58 
 

 14 ス (収 %) 

 
出所 労働 ー の に る 調 活 調  

 
 15 ス 収 (収 %) 

 
出所 労働 ー の に る 調 活 調  

 
ー が のよ な 活を ん る に の 上

活 が 35.3 も が ア ートに 就職 活 た が 21.7

ア ート の を ながら を た が 12.8 きの

活 た が 2.9 な 就労による を る者も (  16) 

 

 

（
個
別
積
上
げ
方
式
）



58 59

 

58 
 

 14 ス (収 %) 

 
出所 労働 ー の に る 調 活 調  

 
 15 ス 収 (収 %) 

 
出所 労働 ー の に る 調 活 調  

 
ー が のよ な 活を ん る に の 上

活 が 35.3 も が ア ートに 就職 活 た が 21.7

ア ート の を ながら を た が 12.8 きの

活 た が 2.9 な 就労による を る者も (  16) 
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 16 ス ( ) 

 
出所 労働 ー の に る 調 活 調  

 
働きづらさを抱えたもの の推計に た 2018年の 数調 の総数に 活

調 の年 別 ら 64 の ー の数を推計 た 業者に ー

の の が り も な こと ら 上 るが

業者と な た た ア ートに 就職 活 た ア ート の

を ながら を た きの 活 た の に

る者を就労 者と の を 64 ー 総数に ること 就業増

加期待数を推計 た の結果 働きづらさを抱えた者と の ー の推定 総数

職者数が 3000 就業増加期待数が 1000 とな た 

 
 39 ス(64 ) (2018年) 

年齢計 64歳

( ) 100.0 57.2
( 100.0 ) ( 100.0 ) ( 37.4 )

4977 2847 2847 1065  
( ) 本 会推定 方 本  

 

3.19.  

 ト フ 難 り 定 るが 労働 2007 年に

を ンター ト フ ・ ン 等の り ながら不 定就労に

る 不 定就労者 と ト フ 難 の 調 を た こ

の 24 業の ンター ト フ ・ 等 3,246 1,173

を に 施 たもの る の結果が 労働 2007 不 定就労
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者等の に る調 報告 とな る によると 不 定就労者

的 用者の存 数 ー 5400 と推計 る の 労働者が 2700

業者が 1300 業者が 900 り 社 も 300 ると推計

る (  40)  

 
 40 「 」 ス 労  

 
出所 労働 不 定就労者等の に る調 報告 2007  

 

 働きづらさを抱えた者 の推計と 的 用者の存 数 ー の 者数
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(5400 )を ト フ 難 の総数 66と 業者と 業者の 計 2200 を

業者数 業者数(1300 )を就業増加期待数と た 67 

 別に ると 性が 的に 者 8 労働者

9 が 性 る た 年 別に ると 34 の者 者 46.4

労働者 40.2 とな り 35 上 に 50 代の者が

 41  

 
 41 ・年  

 
出所 労働 不 定就労者等の に る調 報告 2007  

 

3.20. ・  

 の基 に OECD 等 所 の の を と に

たな 世 の を ( 的 )と る 労働 活基 調

3 年 との 調 年に を る (  42) こ によると

2015年の 122 り 的 15.7 る 世 に る

                                          
66  41に るよ に 年 別に ると 50 代が 60 代 なり な こと ら 60 代

の に 65 上の者 な と考え 65 未 と な 不 定就労者等の を

総数に計上 た  
67 3.18の り ー が に に ることに んが ト フ 難 も 2007年

ることが考えら るが な ータが存 な た 2007年の ータを の 用

る  
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もの を もの 13.9 とな る もの の方が の

より の 世 に高 者世 が た ると考えら る  

 
 42  

2000 2003 2006 2009 2012 2015

的 15.3 14.9 15.7 16.0 16.1 15.7

14.4 13.7 14.2 15.7 16.3 13.9

13.0 12.5 12.2 14.6 15.1 12.9

58.2 58.7 54.3 50.8 54.6 50.8

11.5 10.5 10.2 12.7 12.4 10.7

274 260 254 250 244 244

137 130 127 125 122 122  
出所 労働 活基 調  

 
 の別に 等 さ な このた の考え方

の数を推定 た  

ひとり 世 の 世 が 71 世 世 が 8 世 と 世 が

的に こと ら 世 の ひとり 世 の に等 ものと な た  

世 に の によ た の 122 を世 所 に

る 等 所 122 を 2 世 の 所 に ると 173 3 世 に

ると 211 となる 計調 (2016年)の年 10 の 1 に

る と 所 の が 1.129 るの こ を ると 2 世 195

3 世 238 となる な方 と 世 所 200 を 世

と る  

・ 世 の総数 業者の推計に た 世 (20 64 )の世

数 就業 活基 調 (2016年)によ た 世 に

世 数 就業 に 活基 調 (2016年) 所 別 に

ひとり 世 等調 (2016)の を用 た な 世 世 の 業

者 ・ 世 に るものと な た た 業者の を就業増加

期待数と 計上 た  

 結果  43 のと り り ・ 世 の総数(世 数=世 数) 各 36

1.8 業者 就業増加期待数が各 0. とな た  
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 43 ・ (2016年 ) 

71 9
50.8% 19.9%

36 1.8
8 0.4
8 0.4  

( ) に 本  

3.21. 保 給 ( ) 

 活 護 世 ブル の 1993 年 増加 に り 2018 年 164

世 とな る の を ると 数の 88 世 が高 者世 る 高 者世

世 が 9 世 障害者世 が 20 世 病者世 が 21 世 の

の世 が 25 世 る 68 に 機 の の世 の増加が (  17) 

 

                                          
68 世 次の による  

(1) 高 者世  とも 65 上の者の さ る世 こ らに 18 未 の者が加

た世  

(2) 世   別 別 不 未 等により に 者が な 65 未 の と 18

未 の の 養 を の さ る世  

(3) 障害者世   世 が障害者加 を る 障害 知的障害等の 上の障害のた

働 な 者 る障害者世  

(4) 病者世  世 が る 患者加 を る世 世 が 病のた 働

な 者 る 病者世  

(5) の の世  上 の にも な 世  
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 17 保 ( ) 

 
出所 労働 護者調  

 

 の推計に た 活 護 者の の の世 を に る こ

と 64 を と ること ら高 者世 を き 障害者 病

者に 別 推計を る ら る 69 70  

 の の世 の世 の就業 を ると 総数 25 (世 )の 世 が就業

る者が 9 業が 16 る 就業の を ると 用 労者が 7

労働者が 1 職 の が 1 る な 世 が働 な が の

世 が働 る世 が 1.6 世 る 71 

た 世 の ー ると の 世 の世 の 20 64 の就業 34.1%

る 72  

 働きづらさを抱えた者 世 が 64 の 世 と 世 が 65 上

                                          
69 病者世 に 難病患者等との重複と な たが こ ら と重複 ると

な 重複調整も 難 るの 推計 ら と た  
70 の 世 にも世 が 65 上の世 世 ・ 世 が一 る この に

3.23.3を  
71 護者調 (2018)  
72 護者調 (年次調 ・個別調 )(2018) 
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る 72  

 働きづらさを抱えた者 世 が 64 の 世 と 世 が 65 上

                                          
69 病者世 に 難病患者等との重複と な たが こ ら と重複 ると

な 重複調整も 難 るの 推計 ら と た  
70 の 世 にも世 が 65 上の世 世 ・ 世 が一 る この に

3.23.3を  
71 護者調 (2018)  
72 護者調 (年次調 ・個別調 )(2018) 
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の 73 64 の の の世 の 一 と る 結果と の 世 の世

数と等 なる よ 働きづらさを抱えた者の総数 25 業者 16 74

と 業者の を就業増加期待数と な た  

3.22. (65 69 ) 

 本 会 の と と 20 64 を 定 を た  

ながら の 100年 会 100年 代を え 65 上を一

に 高 者 と るの も 的 な と の世代の が に

意 ・能 を活 活 きる フリー社会を と る 75 こ

を え 計 (2019年 6 )に 70 の就業機会 が り

る このた 考 と 65 69 に の推計を た  

労働 調 (2018)によると 65 69 946 り の 就業者が 441

業者が 505 る  

就業増加期待数に 業者(10 ) とることも考えら るが 職活

を な 者が た となる フ ーア (2019 年 6 )

65 69 の就業 の を 2025年 51.6 と るの この就業 と の就

業 (46.6 )の に る数を就業増加期待数と ると 47 となる この

も の就業 の ら ると 65 69 の者 を を た (

た )と る者 65.4 り 76 こ と の就業 との に る数を就業増加

期待数と ると 178 となる 本 会 就労 と ら 者の 178 を就

業増加期待数と る  

3.23.  

3.23.1.  

 ニート 15 34 の 労働 の の の の者となる 調

                                          
73 世 が 65 上 も 者 な の世 に 18 64 の者が る の の世 に

なる  
74 総数と 20 64 の の 世 世 の 業 ら推定  
75 100年 会 づ り 基本 (2018年 6 ) 
76 計 (2019年 6 ) 43 p.32 
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整に た の によ た  

1) ニート の各 に 34 の 業者 34 の就業増加期待数

を推計 る 

2) 20 34 の 業者に るニートの 20 34 の就業 者に るニー

トの を る(0.1223, 0.1703)77 

3) 1)に 2)を ること ニートとの重複数を推定 る 

 上の推計方 によ ニートと の との ブル ント 総数 業者 13

就業増加期待数 9 た (  44) な ギャンブル依存症 薬物 用者

アルコール依存症 LGBT等 社会的養護施設退所者に の り就業 が 認

きな た ニートとの重複調整の推計 な た た 世 に も年

別 業者数の把握が 難なた 推計 な  

 
 44  

者 4歳 者 4歳

障害者 63 22
者 3.1 1.4
者 1.1 0.3

者 0.8 0.3
者 者 0.08 0.06
障害者 0.5 0.2

年 知 者 0.1 0.1
者 0.8 0.6
(1 〜 4歳) 0 0

0 0
31 17

0.01 0.004
0.1 0.1
1.9 1.9

( ) 1.4 0.9
計 104 55

13 9  
( ) 本  

 

                                          
77 な働きづらさを抱えた者のニートの と一 的なニートの なるもの る 能性が

るが に な方 もな の 的な方 と 一 のニートの を 用 る  
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3.23.2. 障  

 難病患者 糖尿病患者 がん患者 HIV感染者・AIDS患者 高次脳機能障害者 若年性

認知症患者( 難病患者等 と ) 障害者認定を る 78者も と る

の 重複調整を 79  

 重複調整の方 の考え方 のと り る  

1) 難病患者等の総数 職者数 就業期待増加数 らニートの推定数を る

こ ニートと重複 ることがな よ に るた る  

2) 難病患者等に る障害者の を各調 80 ら把握 る  

3) 1)に 2)を ること 障害者との重複数を推定 る  

 な 若年性認知症に (2009)によると障害者 の所 66.7

る 認知症 障害 り 障害者 の な 患者調 の患

者数 把握 る 患者調 に基づ 障害者に 認知症が ること ら 若年性

認知症患者 基本的に 障害者に ントさ ると考えら る このた 若年性認

知症患者の 数を障害者との重複と な た  

 結果  45のと り り 障害者と難病患者等との重複数 75 ( 業者 29

就業増加期待数 12 ) た  

 

                                          
78 障害者の の 障害者 知的障害者に 所 者数を ント るの

と 所 者 を重複数と る 若年性認知症に の り 数を障害者と重複数と る  
79 この ー に も障害者 アルコール依存症等との重複が考えらえる なが

ら ー の 障害 を る者 2.3 アルコール依存症の者 1.4 と に な

( ー 活 調 (2016)) このた 重複調整 た たひきこもりに も障害者との

重複が考えら る 3.17の 労働 ンに るよ に きこもりの に 定 の

調症( 障害者)が る 能性 るが 調症と 定 さ たものに ことと

さ るの 重複 な ものと な た  
80 的に  45の を  
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 45 障 ( ) 
障害者 者

者 0.559 26 10 4
者 0.128 24 6 1

者 0.257 13 5 2
者 者 0.944 2 0 0
障害者 0.850 7 4 2

年 知 者 1.000 4 3 2
計 75 29 12  

( ) 若年認知症 障害者の を障害者 所 と る ータ の によ た 

難病患者 高次脳機能障害者 労働 活の づらさな に る調 (2016) 

糖尿病患者 がん患者 上 ・ (2012) 

HIV感染者・AIDS患者 (2015) 

若年性認知症に が 障害者と ントさ ると な た(本 )  

 

3.23.3. 保 給 ・  

 活 護に 3.21 に 高 者世 世 障害者世 病者世

を た の の世 を推計 と た  

 ながら の の世 にも 世 が 65 上の世 世 世 が

る 81 こ に の重複調整の考え方 のと り る  

 世 が 65 上 も の世 に 20 64 の者が た に の の

世 に さ る 3.21 この に 世 に代 り 20 64 の の世 が働

きづらさを抱えた者 ると 推定 るの 高 者との重複調整等 要

な な の世 が障害者 ニート きこもり等 の と重複 る 能

性 る らに の調整 難 ると た  

 世 ・ 世 に の の世 の ひとり 世 世 が

64 が 20 未 の世 が 3.20の ・ 世 と重複 ると な

た 82 

                                          
81 の 世 の 世 が 65 上の世 3.1 世 ひとり 世 ( 者な り)

6.3 世 ( 護者調 (個別調 )(2018)) 
82 3.20に 推計 用 た 活基 調 の 世 ・ 世 本 が 64 が 20

未 の 世 世 る 一方 活 護に る 世 本 が 64 が

18 未 の 世 るの の の世 に が 18 上の 世 と の 世

が る よ の の世 と 活基 調 の 世 ・ 世 本 が 64
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 45 障 ( ) 
障害者 者

者 0.559 26 10 4
者 0.128 24 6 1

者 0.257 13 5 2
者 者 0.944 2 0 0
障害者 0.850 7 4 2

年 知 者 1.000 4 3 2
計 75 29 12  

( ) 若年認知症 障害者の を障害者 所 と る ータ の によ た 

難病患者 高次脳機能障害者 労働 活の づらさな に る調 (2016) 

糖尿病患者 がん患者 上 ・ (2012) 

HIV感染者・AIDS患者 (2015) 

若年性認知症に が 障害者と ントさ ると な た(本 )  

 

3.23.3. 保 給 ・  

 活 護に 3.21 に 高 者世 世 障害者世 病者世

を た の の世 を推計 と た  

 ながら の の世 にも 世 が 65 上の世 世 世 が

る 81 こ に の重複調整の考え方 のと り る  

 世 が 65 上 も の世 に 20 64 の者が た に の の

世 に さ る 3.21 この に 世 に代 り 20 64 の の世 が働

きづらさを抱えた者 ると 推定 るの 高 者との重複調整等 要

な な の世 が障害者 ニート きこもり等 の と重複 る 能

性 る らに の調整 難 ると た  

 世 ・ 世 に の の世 の ひとり 世 世 が

64 が 20 未 の世 が 3.20の ・ 世 と重複 ると な

た 82 

                                          
81 の 世 の 世 が 65 上の世 3.1 世 ひとり 世 ( 者な り)

6.3 世 ( 護者調 (個別調 )(2018)) 
82 3.20に 推計 用 た 活基 調 の 世 ・ 世 本 が 64 が 20

未 の 世 世 る 一方 活 護に る 世 本 が 64 が

18 未 の 世 るの の の世 に が 18 上の 世 と の 世

が る よ の の世 と 活基 調 の 世 ・ 世 本 が 64
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 の結果 活 護 者と ・ 世 の重複 4300 83 業者

就業増加期待数の重複が 1500 84と推定 る  

4. バ 労支   

 本年 に ー 就労 業の 果 の考え方を整 た 的

な 次年 の と る  

4.1.  

ー 就労 業の 果 用 の考え方  

用・ を認 る 社会 と るが 的に に る ・ 出の

を  

用 と 定量的( )なものと るが 能な に

的な に も定性的な ものと る  

4.2.  

用 の基 となる 用 果 る 本 用 果が推定さ る

ことを と た上 用 を推定 る方 に  

用 果と と 一 就労を に 一 就労 一 業

NPO な フルタ ートタ 用と 働 ことに加え フリー ン

業と 働 ことを 就労 ・ 業所な の 就労に も一定の

を ことを る  

な 本 会 の ル 業の 用 果に 各 業 施 らの報告に

基づき推定 るた の 果報告 式の を 会に たとこ る  

                                          
が 18 19の 世 と 本 が 64 が 20 未 の 世 が重複 ることとなる

結果と の 世 の ひとり 世 本 が 64 が 20 未 の世 が重

複 ると な る  
83 ひとり 世 の の年 と の年 の の ータ 労働 の 活 護 者に る就

労 の り方に る 会( 30年 11 30 考 2, p.8, 

https://www.mhlw.go.jp/content/12201000/000466383.pdf によ た ータ 護者調

(2015)年次調  
84 重複数 4300 と の の世 の世 (20 64 )の 業 (0.341) ら推定  
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4.3.  

用に るの のと りと る  

� 本 業の 業 ( 総 ) 

� 業者の  

� 機 ( 業等)の  

に と 総 と ら推定 る方 も考”e る  

な 就労 も き き一定の が 要な こ も 用に る  

定 能な 用 ら る 

� の さ た ・ ー 等の  

� の 者に る 等  

        者に る の と考え 用 ら る  

4.4.  

に るの の りと る 

� 所 (就労による )の増加 

� GDPの増加 

� 的 出の  

� の の ( による計 が 能なもの) 

この 的な (社会的 な )が り こ ら 定性的に論 るものと る  

な 的に るものが 的な ャ フ ー な

り を る き るが の年 りも 0.1 0.2% と の

のた ャ フ ー もよ ことと る  

4.4.1.  

本 業の がな も も就労が 難 たと考えら る  

用増加数 ×  × 就労 能 数 

を所 増加と る 推定 能な 就職 に一定の 上 を

的な ャ フ ーを る 就労 能 数 年 等 ら推定 る 果の

期 と 一定の期 を 定 る( え 3年 る 5年)  

本 業の に 期就職の 果 就職 の の上 果が認 ら るが 就労
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4.4.5.  

就労に らな たが 就労に の に 一定の 果が た ( き

こもりの 者が ー に 加 きるよ にな た な )の 果を と

計上 る  

加的な を ること 一 就労が 能と考えら る の り 加

用 の所 増加等を と る  

(所 増加 + 的 出の  + の の ) - 加 用 

 加的 を も一 就労が 難と考えら る 的 出の

の の が と る  

的 出の  + の の  

4.4.6.  

も も ー 就労を る 的 労働 を ると こと な

就労 難者の方が就労 ること 社会に 加 社会に さ を 能に

ら の を高 ると きな意 を る  

た にと も が さ た就労 難者の方の が高 ることを

感 ること の が高 る  

社会 と も 社会的な と ら きな意 を た に就労 の

方 にと も社会の が る等によりより働き にな たり 就労を考え

たことのな 方が就労を に るよ にな たりな 果も期待さ るもの

る  

上のよ な 果 的に 定 難 るが 能 アン ート等

を ることが考えら る  

4.5. 政 財政  

の 業 果 に る ト・ ャ ・フ ー( 計 )

考える 4.2 4.3の推計結果を え 推計 る  

ャ ・ア トフ ー( 用)と を考える  

� 業 ( )  

� 社会 出の増に 年 の増加 
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ャ の ンフ ー( ) のものが考えら る  

� 所 増に ・社会 の増加(本 ) 

� 的 出( 活 護  等の )の  
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ャ の ンフ ー( ) のものが考えら る  

� 所 増に ・社会 の増加(本 ) 

� 的 出( 活 護  等の )の  
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